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　　　◎開会及び開議の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１０時００分）
〇石井　寛議長　議員の皆さん、おはようございます。
　　現在の出席議員８人全員でございます。
　　よって、定足数に達しておりますので、ただいまから平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（石井 寛議長起立）
〇石井　寛議長　議事に先立ちまして一言ごあいさつを申し上げます。
　　本日、平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を開会いたしましたところ、議員各位におかれましては、公私ともにご多用の中をご出席いただき、ここに開会の運びとなりましたことに対し、厚く御礼を申し上げます。また、説明者におかれましても、お忙しい中、管理者並びに副管理者をはじめ関係者のご出席をいただき、厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　さて、副管理者の藤縄市長さんにおかれましては、さきの鶴ヶ島市長選挙におきまして圧倒的な支持でのご当選、まことにおめでとうございました。引き続き消防組合副管理者としてご尽力をいただくわけでありますが、よろしくお願いしたいと思います。
　　本日は、「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」をはじめ２議案が提出されております。本組合充実のため、何とぞ慎重ご審議の上、適切なるご議決とともに、議事の運営につきまして格別のご協力を賜りますようお願いを申し上げまして、開会のごあいさつといたします。
　　　　（石井　寛議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議事日程の報告
〇石井　寛議長　議事日程につきましては、お手元に配付のとおりです。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会議録署名議員の指名について
〇石井　寛議長　直ちに本日の議事に入ります。
　　日程第１・「会議録署名議員の指名」についてを行います。
　　会議録署名議員は、会議規則第88条の規定により、議長において
　　６　番　　長谷川　　　　　清　議員
　　７　番　　飯　　田　　　　　恵　議員
　の両議員を指名いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎会期の決定について
〇石井　寛議長　日程第２・「会期の決定について」を議題といたします。
　　お諮りいたします。今期定例会の会期は、本日１日といたしたいと思います。これにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇石井　寛議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の会期は、本日１日と決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎諸報告
　　　　　現金出納検査の結果について（監査報告第３号）
　　　　　閉会中の事務調査結果について
〇石井　寛議長　日程第３・「諸報告」をいたします。
　　はじめに、監査委員より、平成21年６月分から９月分の現金出納検査の結果報告がありました。お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　次に、閉会中の事務調査結果についてお手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　次に、今期定例会に議事説明者として出席通知のありました者の職・氏名並びに事務局職員の職・氏名を一覧表として配付しておきましたので、ご了承願います。
　　以上で諸報告を終わります。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号、議案第１０号の一括上程について
〇石井　寛議長　お諮りいたします。
　　日程第４・議案第９号・「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」及び日程第５・議案第10号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」を一括議題とすることにご異議ございませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇石井　寛議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、そのように決定いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号、議案第１０号の一括上程、説明
〇石井　寛議長　日程第４・議案第９号・「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」及び日程第５・議案第10号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」を一括議題といたします。
　　議案につきましては、お手元に配付しておきましたので、ご了承願います。
　　提案理由の説明を求めます。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議員の皆様、おはようございます。
　　本日ここに、平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会を招集申し上げましたところ、議員各位におかれましては、極めてご多用の中にもかかわりませず全員の方のご出席をいただき、重要案件のご審議をいただきますことは、当組合発展のため喜びにたえないところであります。また、11月８日に行われました特別点検には、早朝よりご臨席を賜り、衷心より厚く御礼を申し上げる次第であります。
　　それでは、ただいま議題となっております議案第９号及び議案第10号の２件につきまして、順次提案の理由を申し上げます。
　　はじめに、議案第９号・「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」でありますが、予算現額22億7,373万9,000円に対しまして、歳入決算額は22億9,707万3,504円、予算現額に対しまして2,333万4,504円の収入増であります。また、歳出決算額は22億4,704万73円、予算現額に対しまして2,669万8,927円の減となり、歳入歳出の差し引き5,003万3,431円の繰越金を生じました。
　　歳出の主なものを申し上げますと、議会費及び総務費につきましては、一般経常的経費であります。
　　常備消防費につきましては、人件費のほか、消防活動等に要した経常的経費であり、非常備消防費の坂戸市及び鶴ヶ島市消防団費につきましては、消防団活動に伴う報酬並びに運営費であります。
　　常備消防施設費につきましては、消防防災体制の整備充実を図るため、鶴ヶ島消防署の水槽付消防ポンプ自動車及び消防本部の指令車、広報車の購入、ＮＢＣ災害対応資機材、空気ボンベの購入に係る経費であります。
　　坂戸市消防施設費につきましては、坂戸分団第２部の消防団車庫・詰所改修工事をはじめ、坂戸分団第２部及び第４部の消防ポンプ自動車の購入、40立方メートル級防火水槽２基分の新設工事の投資的経費のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金であります。
　　鶴ヶ島市消防施設費につきましては、第４分団の消防施設改修工事をはじめ、40立方メートル級防火水槽２基分の新設工事の投資的経費のほか、坂戸、鶴ヶ島水道企業団への消火栓設置費並びに維持管理費負担金であります。
　　次に、歳入の主なものを申し上げますと、92％以上を占める坂戸市及び鶴ヶ島市からの負担金をはじめとして、水槽付消防ポンプ自動車及び消防ポンプ自動車の購入、40立方メートル級防火水槽４基の建設事業に伴う組合債並びに防火水槽建設に対する国庫補助金のほか、前年度繰越金となっております。
　　以上、決算の概要を申し上げましたが、平成20年度におきましても引き続き、複雑多様化する災害への的確な対応と救急需要の対応及び広域消防応援体制をはじめとする消防防災体制の整備充実を図るため、消防施設等の整備を計画的に推進するとともに、経常的経費は極力節減に努め、限られた財源の有効活用に努力した次第であります。
　　本決算の内容につきましては、去る８月20日、消防本部会議室におきまして監査委員さんにご審査をお願いし、いずれも計数的に正確であり、かつ内容も正当なものと認められましたので、その意見書並びに行政報告書を付して、議会のご認定をいただきたく、地方自治法第233条第３項の規定に基づき、本案を提出した次第であります。
　　次に、議案第10号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」でございますが、加須市が埼玉県市町村総合事務組合の規約第４条第３号に掲げる事務を共同処理するため、同組合規約を変更することについて協議したいので、地方自治法第290条の規定により、本案を提出した次第であります。
　　以上、議案第９号及び議案第10号につきまして提案理由を申し上げましたが、何とぞ慎重ご審議の上、速やかなるご議決を賜りますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
〇石井　寛議長　以上をもって提案理由の説明は終わりました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第９号の質疑、討論、採決
〇石井　寛議長　これより各案件につき単独質疑、討論、採決に入ります。
　　最初に、日程第４・議案第９号・「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」に対する質疑に入ります。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　それでは、議案第９号・「平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算の認定について」、４点について質疑をいたします。
　　まず、１点目は15、16ページです。款３の消防費で、節19の負担金・補助及び交付金の欄の関係で、上の段のところですけれども、職員自己啓発事業について43万円ほどが計上されています。この事業の考え方と、どのような職員の自己啓発事業を行っているのか、主なものについて、まず内容についてお伺いをいたします。
　　それから、２点目です。同じページの中央のところで、項２非常備消防費の目１坂戸市消防団費のところの団員報酬の関係です。2,745万円ほどになっています。それで、ここは坂戸市消防団ということですけれども、行政報告書の31ページに定員243名のところが、実員が231名ということで、12人ほど不足をしているかなというふうに思います。この20年度の状況と、定員不足解消の取り組みの内容についてどのようなことをやってきたのか、お伺いをします。また、ページはその後になるのですけれども、一緒に定員に達している鶴ヶ島の消防団の状況についてもお伺いをします。
　　それから、３点目です。19、20ページの関係で、歳入との関係も……歳入はないのですね。19、20ページのところ、３項の消防施設費の繰越明許費、50万と400万ということであります。この事業内容と、繰り越しになった理由についてお伺いをします。
　　それから最後に、４点目です。19、20、それから歳入とも絡むのですけれども、その一番下の備品購入費、水槽付消防ポンプ車の関係の組合債の関係を聞きたいのですけれども、行政報告書では40から41ページの上から左側で、20年度ということで水槽付消防ポンプ自動車ということで、埼玉りそなから５年で2,840万円ほどを1.27の利率で組合債になっております。それから、一番下から２番目の消防ポンプ自動車購入の関係の2,400万円、これについては同じ時期なのですけれども、0.95ということで埼玉縣信用金庫からの利率ということで載っております。この両起債に対する利率について、どのようにしてこういうふうになったのか、説明をお願いしたいと思います。
　　以上、４点です。
〇石井　寛議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　新井議員さんの４点にわたるご質問につきまして、順次お答え申し上げます。
　　まずはじめに、職員自己啓発につきまして、平成18年度から多様化する住民ニーズにこたえていくために、職員の勤務能率の向上、自己研さん、意識改革、自己啓発等を図り資質並びに能力の向上を目指し、最近の社会情勢や社会環境の変化に対応することを目的といたしまして、自己啓発支援事業を実施しております。対象は全職員でございます。また、平成20年度の実績といたしましては、大型自動車免許取得４名、危険予知活動トレーナー研修１名、消防設備士試験準備講習会１名という内容でございます。
　　次に、消防団の関係でございます。平成20年度の消防団員数の現状と定員不足解消の取り組みの内容についてでございますが、ご高承のとおり消防団を取り巻く環境は、就業形態の多様化や住民の連帯意識の希薄化等、社会的環境の変化によりまして、現在全国的に消防団員の確保が厳しい状況に置かれていると言われております。坂戸市消防団につきましても、その状況は同様でありまして、過去４年間の団員数を見ますと、団員定数に対する欠員は平成17年度は10名、18年度は14名、19年度は11名、20年度は12名と、いずれの年度も10名以上の欠員が出ている状況であります。この欠員解消に向けた消防団の取り組みにつきましてでございますが、欠員が生じたことを受けまして、分団長以上の役職者で構成する団員会議の場におきまして対応を協議いたしますとともに、地域に精通している各分団、部に対し、入団候補者の把握とリストの作成、並びに勧誘の早期実現を行うよう指示するなど、団員確保に向けて努力をいただいているところであります。
　　また、鶴ヶ島市消防団につきましては、幸いに平成19年度より団員定数を欠くことなく、定数どおり53名の実員となっているところであります。今後も消防団と連携しながら、欠員解消に向け努力してまいる所存でありますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　次に、消防本部車庫兼倉庫、こちらの繰越明許費の関係でございますが、消防車両等の車庫スペースが手狭になり、一部は屋外に置かざるを得なく管理上支障がございますこと、また消防活動に必要な備品等も増えましたことから、倉庫の機能も兼ね備えた車庫でございます。事業の内容につきましては、設計から工事完了まで６カ月相当の期間が必要となり、平成20年度内の完了が困難となったことから、繰越明許費として措置、執行させていただきました。
　　最後になりますが、起債の関係でございます。20年度事業で、消防車購入に関する起債の利率の違いについてでございますが、水槽付ポンプ自動車の埼玉りそなからの借り入れにつきましては、必ずしも最低の金利ではございませんが、当組合の指定金融機関でもあり、預金もありますことから、ペイオフ対策の見地から両者の均衡に配慮した結果でございます。
　　次に、消防ポンプ自動車の埼玉縣信用金庫からの借り入れでございますが、平成20年度から資金調達の透明性と、低金利の借り入れにより財政負担の軽減を図るため、管内の金融機関から見積もりを徴取し、最も有利な条件を提示した金融機関から借り入れたものでございます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　答弁をいただきましたので、再質疑していきたいと思います。
　　まず、１点目の職員の自己啓発事業の15、16ページの関係です。全員の職員が対象ということで答弁あったわけですけれども、実際消防は、実際に仕事の絡みというような報告内容かなというふうに思いました。自己啓発ということであれば、職員は自主的に広い範囲で学ぶということも、この時期必要かなというふうに思うところですけれども、そうした研修の実例はどのようになっているのか、ありましたら、内容を含めて、２回目の質疑をしていきたいと思います。
　　それから、消防団の定員の不足の関係です。非常に厳しい状況ということで、私たちもそれについてはそのとおりというふうに思っているところですけれども、20年度の反省を含めて21年度、本年度ですね、現状の取り組みについてはどのように行っているのか、再質疑をしていきたいと思います。
　　それから、19、20ページの関係の繰越明許の関係です。６カ月ということで、補正を含めてということで承知をしているわけですけれども、本年度の進捗はどのようになって終わったのか、その辺についてお伺いします。
　　それから、最後の組合債の利率の関係です。水槽付の消防ポンプ車、りそなの借入が1.27ですよね。指定機関で、預金もあるということで、私たちが考えると、縣信より低くなるというふうに普通とるわけなのですけれども、その辺についてはどのようになっているのか、ちょっと見解をお伺いしたいと思います。
　　それから、行政報告書の一番最後のところの一番下、もう一件の防火水槽建設の組合債の1.12については、ほかを見ても1.12が多いわけですけれども、全体的には少し下がっている中で、どうしてこういう数字になったのか、その辺についてお伺いします。
〇石井　寛議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　まずはじめに、自己啓発事業でございますが、この事業につきましては公務に役立ち、その成果が発揮され、本組合の行政運営に効果的な内容であるものを対象としております。具体的には、自主的に興味がある分野における公開講座の受講や業務に必要な資格取得のための研修、受験における受講、通信教育、職務にかかわる図書や公務員としての自己を高めるための図書購入など、幅広い中から選ぶことができます。また、実例といたしましては予防、警防等の直接業務に関するもののほか、メンタルヘルス、リーダーシップ、カウンセリング、クレーム処理の講習等がございます。
　　次に、消防団の20年度の反省を踏まえて、本年度の現状と取り組みはということでございます。本年度の坂戸市消防団の団員数でありますが、平成21年度当初で定員243名に対しまして、実員230名、欠員13名でありましたが、その後本日までに退団者２名、入団者１名の動きがございまして、実員229名、欠員14名となっております。
　　団員確保に向けた取り組みにつきましては、幅広い角度から論議を重ね、これまで団独自の勧誘用チラシや勧誘マニュアルの作成、車庫詰所への常設の募集用看板を設置するとともに、平成17年度には魅力ある消防団員づくりに向けてラッパ隊を結成、さらに平成19年度には女性消防団員15名を採用して活動の幅を広げ、団の活性化に努めているところであります。特に今年度の活動といたしましては、団員みずからにより新たに新入団員確保検討委員会を立ち上げ、団員確保に向けての試みとして、坂戸よさこいや市内の主要駅を会場として実施した火災予防街頭キャンペーンなどに合わせて、団員募集活動を実施したところであります。
　　次に、繰越明許費の関係でございますが、消防本部車庫兼倉庫工事につきましての繰越明許費として、平成21年２月の定例議会におきまして議決をいただき、平成21年３月６日、業者へ設計監理業務を委託し４社を指名し、見積もり合わせの結果、宇津木建築設計事務所と契約をいたしました。平成21年５月26日、建設工事指名委員会、競争入札におきまして10社を指名し、大澤工務店株式会社が落札いたしました。５月29日、建設工事の契約を行い工事に着手し、８月25日、完成検査を行い事業完了といたしました。
　　次に、起債の関係でございます。はじめに、車両についてでございますが、水槽付ポンプ自動車に係る埼玉りそな銀行からの借り入れにつきましては、指定金融機関の埼玉りそな銀行から、市場から資金を調達し、その時点のレートで借り入れたものに金利を上載せしたものを借り入れております。当然この段階におきまして、できるだけ金利を安く抑えるよう直接相手と交渉した結果として、このような利率になったものでございますので、ご理解をお願いしたいと存じます。
　　次に、防火水槽についてでございますが、償還期間の違いによるもので、消防車につきましては５年でございますが、防火水槽につきましては11年でありますことから、利率が異なったものでございます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　１番・新井文雄議員。
〇１番（新井文雄議員）　３回目で、一部質疑をしていきたいと思います。
　　２点目の関係の消防団員の関係ですけれども、19年度発足した女性消防団ということで、19、20と２年を終わるわけですけれども、その辺の状況についてお伺いをしていきたいと思います。
　　それから最後に、４点目の組合債の関係なのです。どうもこれはしっくりいかないなというふうに思うのですけれども、この水槽付の消防自動車、それから消防ポンプ、ともに９月30日から26年の３月ということで、５年間ということで同時期というふうになっていますよね。それで、1.27と0.95、これ１年の利息でいうと、1.29でありますと2,840万円ですので、数字は36万680円になるかなというふうに思うのですけれども、もしこれが0.95だと26万9,800円ということで、９万円ほど違うわけです。利率が低いから、数字上９万円ほどしか変わらないのですけれども、率にすると２割５分ぐらい違うという、両市の税金の中からというふうになるとやっぱりシビアに考えないと、数字というのは目で見えるかなというふうに思うのです。そうした状況を踏まえて、今後どのように考えていくのか、最後にお聞きをしたいと思います。
〇石井　寛議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　まずはじめに、女性消防団の状況でございます。女性消防団の状況でありますが、平成19年度に15名を採用し、女性ならではの特性を生かした活動として、全員が応急手当て指導員、あるいは普及員の資格を取得して、応急手当ての普及指導や、火災予防運動期間中の駅利用者を対象とした火災予防街頭キャンペーンなどの火災予防広報活動に積極的に取り組んでいるところでございます。女性消防団の採用以来、何人かの入退団はありましたが、現在15名の定員を割ることなく活動しているところでございます。今後も消防団と連携しながら欠員解消に向け、努力してまいる所存でございますので、ご理解をお願いしたいと存じます。
　　続きまして、起債の今後の考え方でございますが、今後の資金調達につきましては透明性と借り入れ利率の低下による財源負担の軽減を図りながら、金融機関から見積もりを徴取し、有利な条件を提示した金融機関から借り入れしていきたいと考えておりますが、今後さらに構成市と調整を図りながら資金の調達に努めていきたいと思いますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　ほかに質疑はございませんか。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議案第９号、平成20年度坂戸・鶴ヶ島消防組合一般会計歳入歳出決算につきまして、３点ほど質疑をお願いしたいと思います。
　　消防長におかれましては病気療養中ということで、一日も早いご快復を願っております。答弁もよろしくお願いいたします。
　　最初に、歳入のほうの、これは当初予算でも申し上げたのですけれども、組合債を１億5,100万円減額して、国庫支出金を１億47万2,000円ということで増額するということなのですが、こうした最終決算に当たって、１つは国庫支出金が見込めないのでということで、当初予算では計上しなかったということで、組合債も発行せざるを得ないのではないかというふうに見たのですが、この差額というか、損失はあるのかどうかということを１つはお伺いしておきたいと思います。
　　もう一つは、13、14ページの一番上の時間外勤務手当と、それから公務災害補償基金負担金ということで、報告書のほうを見ますと今回の職員の病気休暇、あるいは公務災害の状況がありまして、人数は病気休暇のほうが、病気休暇となっておりますけれども、公務が３人と公務外が９人、あるいは休職１名ということで、非常に日数でも多くなっているのではないかと思いますが、これはどういった状況で休職せざるを得ないのかということをお尋ねしておきたいと思います。
　　最後に、15、16ページのほうなのですが、上から３番目の関越自動車道埼玉県消防連絡協議会負担金ということで、２万円を負担して協議会をつくっております。報告書のほうは28ページなのですけれども、関越自動車道の搬送人員、不搬送８名、搬送34名ということで、関越道ではなく圏央道のほうも１人の搬送ということで、管外搬送も増えているような気がするのですが、こういった状況の中で負担金を出して協議していると思うのですが、今年度の協議内容についてお尋ねしておきたいと思います。
　　以上です。
〇石井　寛議長　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　松村議員さんのほうの庶務関係についてお答えさせていただきます。
　　まず、国庫支出金の関係の損失についてでございますが、国庫支出金が入りまして、これに基づきまして起債、それとかがありましたので、充当させていきますので、損失はございません。
　　次に、病気休暇でございますが、病気休暇の内容でございます。公務での負傷が３人、公務外が９人、休職１人という内容でございます。公務災害の内容につきましては、除草作業中針金が飛び左ひざを負傷した者、救助訓練中アキレス腱を断裂した者、職員厚生事業で鎖骨骨折をした者というような内容でございます。公務外の９人につきましては、私的な病気が５人、けがが４人というような内容です。休職の１名につきましては、関節リュウマチによりまして平成21年３月11日から休職になったものでございます。
　　庶務関係につきましては以上でございます。
〇石井　寛議長　長澤警防課長、答弁。
〇長澤之幸警防課長　関越自動車道埼玉県消防連絡協議会への負担金につきまして説明申し上げます。
　　関越自動車道埼玉県消防連絡協議会へ負担金２万円を支出したものでございます。主な事業の内容でございますが、高速道路上においての交通規制、そして車両誘導の座学、実車を使っての訓練を行った実務担当者研修会並びに関越自動車道消防相互応援協定をもとに、関係機関との連携強化を目的とした合同訓練の運営に係る経費として負担したものでございます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再質疑を行います。
　　まず、最初の国庫支出金ということ、特別にないようなお話でございましたけれども、国庫支出金が、そうすると国庫補助金がついてから防火水槽の工事を始めるということで、坂戸、鶴ヶ島で２基ずつやったわけですけれども、これは別に借り入れとかして事前にやったとか、そういうものではないのですね。そういう点について先ほど伺ったのですけれども、ちょっと答弁がかみ合わなかったかなと思ったので、再質疑でやっているのですが、そうした点について、もう一回お伺いしておきたいと思います。
　　また、ただいまご答弁いただきました、職員の時間外勤務の問題については答弁はなかったのですけれども、時間外が非常に多いのではないかというふうには思うのです。その点を心配するのは、この報告書の13ページにもありますように、20代未満が２人、20代から29歳までが33人に対して、50代から59歳は61人ということで高齢の率が進んできているということで、ハードなスケジュールなど非常に厳しい中で、やはりどうしても公務災害になったりとか病気になったりとかする確率も高いのかなと、皆さん大変なのではないかなというふうには思うのですが、この点について、こうした病気休暇とか事故での補充は大丈夫だったのかどうか、その点について１つはお伺いしておきたいと思います。
　　次の関越自動車道の問題なのですが、一応中身についてはわかりましたけれども、私はこうした連絡協議会をつくってやる場合には、事故とか災害の救出に当たっての交渉もしているのではないかというふうには思って質疑をしています。そうした事故とか、救出に当たっての今回の回数を見ましても結構増えてきているので、今いろんなものが高くなっています。ガソリンも高くなって大変な状況下で、少しでも負担金をいただければありがたいということで質疑しておりますので、その辺の交渉の状況について、圏央道も何人か出てきておりますので、そういった点も加味してご答弁をお願いしたいと思います。
　　以上です。
〇石井　寛議長　暫時休憩します。
　　　　休憩　午前１０時３７分
　　　　再開　午前１０時３７分
〇石井　寛議長　再開いたします。
　　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　お答え申し上げます。
　　国庫補助の関係でございます。説明が足りませんでした。国庫補助につきましては、防火水槽等につきましては当初、起債及び一般財源を見込んでおりますが、国庫補助が確定した段階で補正ということでさせていただいておりますので、損失はないというようなことであります。
　　それから、時間外関係、公務災害の関係でございますが、公務災害につきましては消防学校等の各種研修、職場での安全委員会、さらには毎当直時の申し送り事項等、これにおきまして災害防止について確認をいたしているところでございます。さらに、職員の高齢化ということがありますが、当消防本部も県内の他の消防本部と同様、ここ数年ではありますが、退職者が増えており、また高齢化ということであります。こちらにつきましても在職職員の自己申告等を考慮しつつ、適材適所で配置しておりまして、対応してまいっておりますので、ご理解をお願いしたいと存じます。
　　さらに、関越道の関係でございますが、こちらにつきましては消防長会等、また関越道連絡協議会等を通じまして、国に対して要望を引き続いて行っているところでございますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質疑を行います。
　　１点だけ、どうしても災害が起きたときには、やはり全力投球で頑張らなければならない消防職員の方々の健康状態ということから考えてみまして、これは執行部のほう、管理者のほうにお伺いしたいのですが、何だかんだ言っても、やはり消防というのは人が支えていくということだと思います。20歳未満と20代が、今採用して増やしているというのは、もちろんわかってはいるのですが、非常に比率として少なくなっているということから、20代未満が２人ということなので、こうしたけがの状況とか病気の状況、何が起きるかわからない中での激務での対応ということで、逐次配慮して、ここで増員を図って、思い切って大変ですけれども、思い切って図る必要もあるのではないかというふうに、私はこの報告書を見て思ったのですが、この点、管理者としてはどのように方針を持っておられるかということでお尋ねしておきたいと思います。
　　以上です。
〇石井　寛議長　伊利管理者、答弁。
〇伊利　仁管理者　ご質問にお答えを申し上げます。
　　議員さんからご指摘いただきましたように、この消防組織ができまして、本部ができましてから、かなりの歴史もたっております。そんな関係で、職員の高齢化率も上がっていることも事実でございます。また、毎年議会のご理解をいただきまして、新規の職員も採用いたしておりまして、できる限りバランスのとれた人事構成を私も心がけておるところでありますけれども、今申し上げましたように高齢化率が上がっていることも否めないことでございます。そういったわけで職員の、いわゆる安全管理のもとに健康管理、そういったことについては常日ごろ心がけております。ただ、高齢化になりますと、若い世代と違って若干体力的にも劣ることが、これはどこの世界でも同じでございますが、ただ消防の職務につきましては、第一線で体力的に活躍するマンパワーを使ってやる仕事、セクション、それからまた中枢的なところで指令部門の、いわゆる長い経験のもとに行われるセクション、いろいろございます。そういった中で、それぞれの年齢構成、あるいは経験、キャリア、そういったものを十分に、構成部門において機能を発揮できるような体制を進めておるところであります。
　　それから、消防資機材、特に消防車両等も、あるいは救急車等もございますけれども、かなり前と違って高機能になっております。したがいまして、昔はまさに腕力勝負であったものが、コンピューターを使いながら、精度も非常によくなっているということもございますので、そういった面におきましても機能が十分発揮できる体制にあります。ただ、最終的にはマンパワーということがございますので、議員ご指摘の増員ということも、これは今後人口増等においても考えていかなければならないことと存じますけれども、ご承知のとおり両構成市のほうもなかなか財政的にも厳しい状況にありますので、そういったことを両々かんがみながら、少数的にも、少数精鋭の体制でこれから臨んでいきたい。ただし、人事構成というものには常に気を配って努力をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。
〇石井　寛議長　ほかに質疑はございませんか。
　　　　（「議員、済みません、休憩願いたいんですが」の声）
〇石井　寛議長　暫時休憩いたします。
　　　　休憩　午前１０時４３分
　　　　再開　午前１０時５７分
〇石井　寛議長　会議を再開いたします。
　　先ほど一部の議員から指摘のございました一般質問に対する答弁の件ですが、新井議員に対する一般質問の３回目の答弁を削除していただき、再答弁をお願いしたいと思います。
　　小川庶務課長、答弁。
〇小川泰人庶務課長　起債の今後の考え方でございますが、今後の資金調達につきましても透明性と借り入れ利率の低下による財源負担を軽減しつつ、ペイオフ対策を勘案しながらより有利な条件を提示した金融機関から借り入れていきたいと考えております。
　　ご理解をいただきたいと存じます。
〇石井　寛議長　これをもちまして、質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇石井　寛議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第９号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇石井　寛議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり認定されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議案第１０号の質疑、討論、採決
〇石井　寛議長　次に、日程第５・議案第10号・「埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について」に対する質疑に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇石井　寛議長　質疑を終結いたします。
　　これより討論に入ります。
　　　　（「なし」の声）
〇石井　寛議長　討論なしと認め、討論を終結いたします。
　　これより議案第10号を採決いたします。
　　本案は原案のとおり決することにご異議ありませんか。
　　　　（「異議なし」の声）
〇石井　寛議長　ご異議なしと認めます。
　　よって、本案は原案のとおり可決されました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎一般質問
〇石井　寛議長　日程第６・一般質問を行います。
　　通告者は１人であります。
　　発言を許可します。
　　２番・松村和子議員。
　　　　（２番「松村和子議員」登壇）
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。議長の許可をいただきましたので、ただいまより一般質問を行います。
　　最初に、消防力の整備についてということでお伺いいたします。市民の命と暮らしを守るためには、消防力の強化は欠かすことができません。毎年そのために鋭意努力しているということはわかっておりますが、来年度、平成22年度の予算編成がもうそろそろ終わったか、それとも今やっている最中かというふうに思います。22年度の予算編成に向けて、その中身がどのように対応されていくかということが、私たち市民にとっては期待の的になっておりますので、その点についての答弁をお願いしたいと思います。
　　（１）として、消防力の整備指針との比較から、充足させるためにどのように努力されているのかということが１つ。
　　（２）として、各種事業の実態から見て不足する部分についてどう判断し、予算編成に臨んでいるのかということで、まずお尋ねしておきたいと思います。
　　２つ目には、消防の広域化についてお尋ねいたします。消防の広域化については、私は非常に重視しておりまして、重要視して、毎回同じような質問を１年に１回以上は出しているということで、当局も逐次ご説明、あるいは答弁をいただいているところでございますが、今回国の政権交代で民主党内閣に変わって、消防の広域化について方針の変更があるのかどうかということも大きな関心があります。そうした中で、次のことについてお伺いしたいと思います。
　　（１）として、国政の動きについて、また県の各ブロックの進捗状況はどうなっているのかということで、現在までの状況をお伺いしておきたいと思います。
　　（２）として、日本の消防は、自治体消防を中心として戦後一貫して行われてきたわけです。この消防の今後、今されている消防の広域化は市民や職員にとって、私は今まで何回も述べてきたとおり、非常に問題が多いというふうに思われますが、当局としてはどのように考えておられるのかというふうな質問でございますが、私の本心としてはやめていただきたい。広域化はやめていただきたいと思いますが、ご答弁をお願いしておきたいと思います。
　　以上で、第１回目の私の一般質問を終わります。よろしく答弁をお願いいたします。
　　　　（２番「松村和子議員」降壇）
〇石井　寛議長　石井次長、答弁。
　　　　（石井利幸次長登壇）
〇石井利幸次長　松村議員さんからの消防力の整備及び消防の広域化に関するご質問に順次お答え申し上げます。
　　はじめに、消防力の整備指針との比較から、充足させるためにどのように努力されているかとのご質問でございますが、平成20年版消防統計による消防組合の消防力の整備指針の充足率は、はしご車、化学車及び救急車は100％でございます。これに対し、指揮車及び救助工作車は50％、ポンプ車は75％、消防水利は77％、署所の数は80％でございます。
　　この充足率の不足をどのように努力しているかについてご説明を申し上げますと、指揮車につきましては両消防署にそれぞれ１台配備されておりますが、運用は坂戸消防署の指揮隊、すなわち指揮車が全管轄を統括しております。また、鶴ヶ島消防署の指揮車は平日で、署長または副署長が勤務しているときに運用し、この充足率の不足を補っております。救助工作車につきましては、鶴ヶ島消防署管内の救助事案に備え、昨年度更新いたしました鶴ヶ島１号車に簡易救助資機材を積載し、この充足率の不足を補っております。ポンプ車につきましては、鶴ヶ島消防署に配備されている非常用消防車、通称予備車を緊急時の対応とし、平日は日勤者が、これ以外は非常召集された職員が運用することでこの充足率の不足を補っております。また、消防水利につきましては、毎年度計画的に耐震性貯水槽を建設しております。さらに、災害場所等に10トンの水を積載している大型水槽車１台を出場させ動く貯水槽とすることで、この充足率の不足を補っております。署所の数につきましては、両市の道路交通網の整備が進み、災害現場への出場経路の選択肢が増えたことで、現状到着時間の短縮が図られているものと考えております。現在の署所につきましては、両市の地勢、人口、道路状況等にかんがみ、適切な配置場所であると考えております。
　　いずれにいたしましても、本来は消防力の整備指針に基づいた消防体制が望ましいところではございますが、職員個々の能力の向上を図りつつ適材適所に配置することにより、限られた人員と装備を最大限に活用し、最大の効果を上げるべく今後も努力してまいりたいと考えております。
　　今後平成22年度予算を組む上で、来月に行われます両市の財政担当者とのヒアリング等もございますので、調整をしながら消防力の整備指針を見据えつつ諸状況を勘案し、この充実を図ってまいりたいと考えております。
　　次に、消防の広域化に関する２点のご質問にお答え申し上げます。はじめに、国の動きについて、また県の各ブロックの進捗状況についてに関するご質問でございますが、さきに行われました第45回衆議院議員総選挙の結果、政権交代がなされましたが、現段階において消防の広域化に関する政策変更等の動きがあることは把握しておりません。この件につきまして、県の担当者にも問い合わせを行いましたが、同様の回答でございました。また、埼玉県広域化推進計画による各ブロックの進捗状況でございますが、県の担当者からの情報によりますと、７月の定例会以降で動きのあったブロックは、第４ブロックが来月に、また第７ブロックが来年１月に、それぞれ協議会の設立を予定しているようでございます。坂戸市、鶴ヶ島市が所属する第３ブロックにつきましては現在までに、去る７月17日と10月５日の２回勉強会が開催され、今後においてもこの勉強会を継続していくことをその席上、確認したところでございます。その他のブロックにつきましては、勉強会を開催しているとは聞いておりますが、その詳細までは把握しておらない状況でございます。
　　次に、日本の消防は自治体消防です。消防の広域化は、市民、職員にとって問題が多いと思うがという趣旨のご質問でございますが、10月に開催された第３ブロックの勉強会においても、構成する６消防本部で抽出した検討課題を持ち寄り、その整理に向けて歩み出したところでございます。
　　いずれにいたしましても、今後構成両市の意向を踏まえるとともに、議会をはじめ関係機関等と十分協議をし、研究してまいりたいと考えておりますので、ご理解をいただきたいと存じます。
　　以上でございます。
　　　　（石井利幸次長降壇）
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。ご答弁ありがとうございました。再質問を行います。
　　ただいま第１番目の消防力の整備についてのご答弁をいただきました。消防力の整備については、ただいまのご答弁のとおり署所数も80％、指揮車50％、ポンプ車75％、救助工作車50％ということで、この辺の点が欠けて、一面では充足率から見ても不足しているというのが現状だというご答弁をいただきました。担当としては財政が厳しくても、やはり市民の皆さんの命と暮らしを守るということで、消防としては充足させていきたいというのが本音だと思います。こうした状況の中で、来月両市のヒアリングが行われるということで、この辺の点でどういうところを充足していかないと、ちょっと欠けているのかということを若干今ご答弁いただきましたけれども、それでは具体的には何を要求していくのかということになるだろうと思います。資機材の面、充足させる面について、こういった点でどういう内容をもってヒアリングを行いたいというふうに担当としては今考えているのかということで、１つは伺っておきたいと思います。
　　また、現状で充足はしております、100％ということで、各種事業が充足はしておりますけれども、充足していても、例えば救急業務とか、たらい回しになったりとか、いろんな業務があって毎日毎日頑張っているわけですけれども、この面では不足するというところについてはどう判断しているのか。現場にいらっしゃる皆さんが一番よくわかっているので、そういう不足している点についても予算編成では、ことしどのように臨んでいきたいというふうに考えているのかということで、インフルエンザも流行、非常に今問題になっておりまして、そうした救急の要請というのも今後またどうなるか、増えていくのではないかというふうに心配しているわけですが、そういった緊急の事態に向けてどういうふうに当局は考えているのか。不足していないというふうにはなっていますけれども、充足率は100％でもどうなのかという点についてお伺いしておきたいというふうに思います。
　　２番目の消防の広域化についてでございますが、私も国のほうの調査をいたしましたけれども、残念ながらまだ目先の大型の問題で右往左往していて、消防のほうのきめ細やかな内容にまで踏み込んだ論議をなされていないというのが今の国会の状態だというのは、私もそのとおりだと思います。ただ、道州制の問題が浮上していたわけです。この道州制の問題については、報道によりますと一挙に今までは道州制を進めるのだという自公政権下ではあったわけですけれども、今後は地域の、自治体の要求をよく聞いて、把握してからでないと進めないという方向になったというふうに聞いております。ということになりますと、この消防の広域化というのはその先端を行っていたわけで、道州制の先駆けのような形での消防の広域化だったわけで、こうした広域化についても一挙に進めていくということはないのではないかというふうに思います。計画書を見せていただきますと、平成22年、ことし21年ですから来年の３月ですね。本来であれば広域化の、22年３月には消防広域化消防長会議があって、21年度における消防広域化スケジュールは、もう最終段階を迎えるというところまで来ているわけです。しかし、今の答弁をいただきましても、第７ブロックまでありますけれども、各ブロックともなかなか腰は重い、やっぱりそれだけ問題があるのではないかというふうに私は見るわけです。視察した現状を見ましても、職員のメンタルヘルスをはじめ、非常に広域化すると問題があるということで、今までの自治体消防を主体としてきた調和のとれた自衛消防等、それから消防本部が一体となった救助活動というのは、失っては困る、きめ細やかな対応ではないかと私は思っております。勉強会も開催されているようですけれども、その中身はどうだったのか。勉強して、勉強会が開かれているのは今答弁いただいたのですが、やっぱり勉強会をして、そうした各地域を見て回ったり、広域化がどうなるのかということも検討しているのではないかと思いますが、そうした中で問題点はどうだったのか、いい点もあるかもしれませんけれども、本来ならば、県のヘリコプターが２機ありますけれども、そういう県が主体になって、もっと大型の緊急の事態には備えていくというふうなことで切りかえていくほうがいいのではないかなというふうに思いますが、そういったいろんな要望の提案をしていくというのが、やはり地域というか、地域の消防本部にとっては大事なことだと思いますので、このブロックの中での勉強会と同時に、話し合いの果たす役割というのも非常に大事だと思いますので、こうした点についてどういうふうにやってこられたのかということで、ご答弁をいただいておきたいというふうに思います。
　　以上です。
〇石井　寛議長　石井次長、答弁。
〇石井利幸次長　答弁が相前後する場合もあるかと存じますが、その辺はご容赦願いたいと思います。
　　まず、来年度の消防力の整備指針を満たすためにどのような努力をしているかという問題でございますが、来年度につきましては車両整備計画に基づいて、はしご１号車、それから消防団車両等のものの更新を現在計画しているところでございます。これにつきましては、資材の省力化及び最近はコンピューター化等されておりますので、それらを有効に使いながら、これらの充足を満たす努力をしていきたいと考えております。
　　続きまして、勉強会の内容でございますが、第３ブロックには構成市町村が21ありまして、これらを管轄する消防本部も６消防本部あるわけでございます。これらは、人員規模、形態等につきましてもさまざまなわけでございまして、このようなことから、人事、財政をはじめとする総務関係、警防関係、救急関係、予防関係、指令関係等、多岐にわたる部門での課題が抽出されております。今後これらの整備に向けて、勉強会を重ねていく必要があるものと考えております。
　　先ほどの道州制等についてのご質問でございますが、まだ構成消防本部によります勉強会が始まったばかりでございまして、さまざまな課題に対しての取り組み等、今後も構成両市と連携を図りながら進めてまいりたいと考えております。また、それらの節目には議会にもご報告申し上げ、議員の皆様方のご意見を賜る機会もあろうかと思いますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　暫時休憩します。
　　　　休憩　午前１１時１６分
　　　　再開　午前１１時１６分
〇石井　寛議長　再開いたします。
　　石井次長、答弁。
〇石井利幸次長　大変失礼しました。
　　次に、各種事業の実態から見て不足する部分についてどう判断し、予算編成に臨んでいるかとのご質問で、特にご指摘が、消防力の整備指針で充足率100％の中で火災が連続して発生した場合、救急要請が多発した場合等の予期せぬ事態が発生しないかというご質問でございますが、これらにつきましては警防業務に関する規定等及び救急業務に関する規定等が指針として定められておりますので、これに基づいた対応を行います。
　　以上でございます。
　　　　（「インフルエンザに感染」の声）
〇石井利幸次長　済みません。
　　また、新型インフルエンザの場合につきましては、新型インフルエンザ業務継続計画による行動計画に基づき対応をしているところでございます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　よろしいですか。
　　２番・松村和子議員。
〇２番（松村和子議員）　２番、松村和子。再々質問を行います。
　　ただいま答弁いただきました。消防力の指針との比較の関係での要請ということについては、大型な予算というのはなかなかつけにくいということだと思いますが、署所数についても今までにも一般質問が何回もありまして、署所数を市街化区域の中でも増やす場所もあるのではないかというようなこともありましたけれども、そういった署所数の問題、あるいは大型の指揮車や、あるいは救助工作車、こういったところについては一定度やはり予算要求しなければつかないのだから、予算をつけていく努力、つけてもらう努力というのですか、をしていく必要があるのではないかというふうに感じたので、この点についてはどうなのでしょうか。全然足りなくてもいいやというぐらいに考えているのですか。その点がちょっと気になったので、答弁をお願いしたいと思います。
　　また、今インフルエンザのところでは、行動計画に基づいて対応しているのだということなので、増やさなくても行動計画に基づいてやればできるというふうに明確にお答えをしているというふうに受けとめていいのですか。大丈夫なのだと、不足はないと、その辺の点がひっかかってしまったので、ちょっと答弁をお願いしたいと思います、もう一回。
　　最後に、今勉強会をやっている段階と言われますけれども、政権もかわりまして、また経済状況も厳しくなりましてなかなか資機材も買えない中で、広域行政化したら楽になるということはとんでもない話だと思うのです。やはり広域行政化して失うものも出てくるのではないかというふうに私は考えますので、この点の予算上から見ても広域化はどうなのかということで検討もしていただきたいと思います。こうしたあらゆる角度からの広域化に向けての問題点、先に広域化ありきで突き進んでいくとろくなことはありませんので、十分チェックしてやっていただきたいと思いますので、ご答弁をお願いしたいと思います。
　　以上です。
〇石井　寛議長　石井次長、答弁。
〇石井利幸次長　お答え申し上げます。
　　先ほどもお話し申し上げましたが、これから平成22年度予算を組む上におきまして、両市の財政担当者とのヒアリング等もございます。これらを見まして調整をしながら、消防力の整備指針を見据えつつ、総体的見地からこの充実を図ってまいりたいと考えておりますので、ご理解を賜りたいと思います。
　　続きまして、新型インフルエンザ業務継続計画についてお答え申し上げます。当消防組合の多数の職員が新型インフルエンザに感染し、職場を休まざるを得ないような事態になった場合、災害対応の業務を支障なく行うためのマニュアルでございます。具体的には、消防本部の業務のうち、そのときの必要性により一部の業務を停止、あるいは縮小させて、その職員を消防署の業務に充て、火災、救急、救助等の業務を支障なく行うための計画でございます。ちなみに、現在ＷＨＯが示す警戒レベルはフェーズ６でございますが、平常時の運用体制で臨んでいるところでございます。
　　広域化の関係でございますが、先ほども申し上げましたが、構成消防本部による勉強会がまだ始まったばかりでございまして、議員さんご提言の課題もあろうかと思います。これらを今後構成両市と連携を図りながら進めてまいりたいと、このように考えておりますので、ご理解を賜りたいと存じます。
　　以上でございます。
〇石井　寛議長　以上で一般質問を終了いたします。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉議の宣告
〇石井　寛議長　以上をもちまして、今期定例会の議事はすべて終了いたしました。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎議長のあいさつ
　　　　（石井　寛議長起立）
〇石井　寛議長　閉会に当たり、一言ごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様のご理解とご協力を賜り、閉会の運びとなりましたことに深く感謝を申し上げます。
　　秋の深まりとともに、朝夕肌寒さが感じられるころになりました。議員各位におかれましては、時節柄何かとご多用なこととは存じますが、くれぐれも健康にはご留意をいただきまして、今後とも地域の進展と消防行政推進のため、なお一層のご尽力を賜りますようお願いを申し上げまして、閉会のごあいさつといたします。
　　ありがとうございました。
　　　　（石井　寛議長着席）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎管理者のあいさつ
〇石井　寛議長　伊利管理者からあいさつのため発言を求められておりますので、これを許します。
　　伊利管理者。
　　　　（伊利　仁管理者登壇）
〇伊利　仁管理者　議長からお許しをいただきましたので、閉会に当たりまして御礼のごあいさつを申し上げます。
　　議員の皆様方におかれましては大変ご多用の中、平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会に全員の方のご出席を賜り、提出議案２件につきまして慎重ご審議をいただき、いずれも原案どおり認定並びに可決をいただいたわけでありまして、心から厚く感謝を申し上げる次第であります。
　　平成21年度も早いもので、第３・四半期の半ばを迎えておりますが、議員各位のご理解とご協力をいただきまして、当初計画いたしました事務事業も順調に進捗をいたしております。
　　それでは、７月議会定例会以降の各種事業並びに火災等の概要につきましてご報告を申し上げます。
　　はじめに、各種事業でありますが、８月３日から５日の３日間、昨年に引き続き消防本部におきまして坂戸市及び鶴ヶ島市内の小・中学校の教職員等を対象に応急手当てに関する知識・技術の普及を図るとともに、学校内での不測の事態に対処するため、応急手当普及員講習会を開催し、30名の先生方に受講をしていただきました。
　　９月９日救急の日には、ワカバウォークにおきまして救急フェアを開催し、心肺蘇生法やＡＥＤの取り扱い等、応急手当普及活動を行い、多くの市民に体験をしていただきました。また、消防音楽隊・カラーガード隊による音楽を通した応急手当ての普及をはじめ、住宅用火災警報器の設置普及活動等、火災予防運動を展開いたしたところであります。
　　10月５日には、坂戸市民総合運動公園におきまして、第24回屋内消火栓操法大会を開催いたしたところ、管内24事業所から選出された男子22チーム、女子４チームの合計26チームの参加をいただき、日ごろの訓練の成果を披露していただきました。
　　10月27日・28日には、今年度２回目の防火管理者資格取得講習会を開催いたしまして、各事業所から38名の方々が受講し、防火管理に関する知識を習得していただきました。
　　10月29日には、職員採用第１次試験に合格した16名を対象に第２次試験を実施いたしました。採用予定人員は10名程度を予定しているところでございます。
　　11月８日には、坂戸市民総合運動公園におきまして坂戸・鶴ヶ島消防組合特別点検を実施いたしました。当日は、消防職員、消防団員約370名、消防車両28台が集結し、関係者のご列席のもと、人員・服装・規律の点検をはじめ、機械器具点検、放水試験等各種点検を行いました。特に分列行進時には、安心・安全を支える消防の勇ましさを多くの市民にごらんいただいたところであります。議員各位におかれましては、早朝よりご臨席を賜り、ご指導いただきましたことに改めて深く感謝を申し上げる次第であります。
　　11月９日から15日までの１週間、秋季全国火災予防週間の一環として、消防署・消防団につきましては、消防車両による市内巡回広報をはじめ、９日には坂戸駅・北坂戸駅におきまして坂戸市消防団女性部により、また12日には若葉駅におきまして消防本部職員により、それぞれ通勤・通学者を対象に街頭キャンペーンを展開いたしました。
　　次に、本年１月から10月までの火災件数は54件で、前年同期と比較いたしますと23件の増となっており、このうち建物火災は27件であります。
　　次に、本年１月から10月までの救急出場件数は4,500件で、前年同期と比較いたますと57件の減となっております。
　　これから火災の多発期を迎えるとともに、新型インフルエンザの感染拡大も危惧されるところでございます。今後におきましても各種災害に的確に対応し、住民の負託にこたえるべく万全を期してまいる所存でありますので、議員各位には変わらざるご支援とご指導をお願い申し上げるものでございます。
　　ここに、議員の皆様方のご理解とご協力をいただき、本日の定例会が滞りなく終了できましたことに対しまして、心から重ねて御礼を申し上げますとともに、いよいよ寒さも厳しさを増してまいります。皆様方にはくれぐれも健康にご留意をいただくとともに、ますますのご活躍をお祈り申し上げまして、御礼のごあいさつとさせていただきます。
　　ありがとうございました。
　　　　（伊利　仁管理者降壇）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◇　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　◎閉会の宣告　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（午前１１時２７分）
〇石井　寛議長　これをもちまして、平成21年11月第３回坂戸・鶴ヶ島消防組合議会定例会の議事を閉じ、閉会といたします。
